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２０１６(平成２８)年度  

西南学院大学大学院法務研究科法曹養成専攻 

転入学募集要項 

 

 

西南学院大学大学院法務研究科法曹養成専攻(以下、「法科大学院」という。)では、

以下の要領で、２０１６(平成２８)年度法科大学院転入学試験を実施します。 

 

１．出願資格 

(1) 法学未修者２年次に転入学を希望する場合は、法学未修者コース１年次修了者、 

もしくは修了見込みの者 

(2) 法学既修者１年次に転入学を希望する場合は、法学既修者コースに在籍中の者 

 

２．出願手続 

次の書類等を所定の期間内に大学院課法科大学院事務室に提出するか、又は郵送し

てください。なお、「(1)志願票・受験票・写真票、(2)履歴書・資格等記入票、(7)

住所シール」については、本学所定用紙がありますので、「１２．募集要項の請求方

法」を参照してください。 

(1) 志願票・受験票・写真票（本学所定用紙） 

(2) 履歴書・資格等記入票（本学所定用紙） 

(3) 在学中の法科大学院の在学証明書（出願日の１か月以内に交付されたもの） 

(4) 在学中の法科大学院の成績証明書（出願日の１か月以内に交付されたもの） 

(5) 上記(4)に記載されている科目の講義要綱（コピー可） 

(6) 志望理由・自己推薦書 

法曹を志望する理由及び本学への転入学を希望する理由を明らかにするとと

もに、アピールしたい資格や語学能力、ボランティア等の社会活動などご自身

を推薦する文章を 2000字から 6000字でまとめてください。書式はワープロ等

によるＡ４判(40字×36行)様式の他に、400 字詰め原稿用紙(Ａ４判・横書き)

の様式も可とします。 

(7) 資格等の証明書類（コピー可） 

(8) 大学（学部）の成績証明書 

(9) 住所シール(本学所定用紙) 

  

【出願上の注意】 

・ 必要な書類をそろえて左上端部をクリップで留め、同封の出願用封筒に封入し

て郵送もしくは持参してください。 

・ 郵便で出願する場合は、本学所定の出願用封筒を利用してください。普通便で

郵送した場合に万一事故が生じても本学では責任を負いません。 

・ 身体障がいなどで、受験上何らかの配慮や措置を必要とする人は、出願する前

に大学院課法科大学院事務室【TEL：092-823-4702】にできるだけ早く問い合わ

せてください。 
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３．入学者選抜の方法 

以下の(1)～(3)を総合的に判定して合否を決定します。 

(1) 「憲法」、「民法」、「刑法」、「商法」の４科目の学力試験（論述式試験）の得点 

※六法は本学から貸与します。 

「憲法(100点)」：統治機構(いわゆる憲法訴訟論は除く)、基本的人権 

「民法(150点)」：財産法、家族法 

「刑法(100点)」：刑法総論、刑法各論 

「商法(100点)」：会社法 

(2) 面接の内容 

(3) 志望理由・自己推薦書の内容 

      ※大学(学部)、法科大学院の学業成績も考慮します。 

 

４．出願期間 

  ２０１６(平成２８)年１月８日(金)～１月２５日(月) 当日消印有効 

 

５．試験日時及び科目 

日時 科目 

２０１６(平成２８)年２月１３日(土) 

9:00～10:30 「憲法」 

11:00～13:00 「民法」 

14:00～15:30 「刑法」 

16:00～17:30 「商法」 

17:45～18:15 「面接」 

 

６．合格発表 

２０１６(平成２８)年２月２４日(水)に、本学法科大学院ＨＰへの掲載並びに郵送

によって行います。合格者には合格通知並びに入学手続関係書類を、不合格者には試

験結果通知を、宛名シールに書かれた住所宛に郵便で送付します。２０１６(平成２

８)年３月１日(火)正午現在で上記書類のいずれかが未着の場合は、大学院課法科大

学院事務室【092-823-4702】までご連絡ください｡ 

なお、合否結果に関するお問い合わせには一切応じられませんのでご了承ください。 

 

７．入学検定料    

１６，０００円 

 

【注意事項】 

(1)  入学検定料は、本学所定の振込依頼票で最寄りの都市銀行、地方銀行、信用金庫

等の金融機関窓口より電信扱いで振込んでください。 

なお、郵便局からの振込みはできません。 

(2)  入学検定料の振込期間は、２０１６(平成２８)年１月８日(金)～１月２５日(月)

です。所定の期間外は一切受け付けません。 
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８．試験会場  

西南学院大学西新校地東キャンパス 法科大学院棟  

住所：福岡市早良区西新６丁目２番９２号 

  ※転入学試験については、福岡（本学）会場のみの実施となります。 

 

 災害時の試験日程について 

  試験日当日、地震、積雪、その他の事情により、試験が実施できない場合、転入学

志願票に記載された電話番号にその旨を連絡します。 

 

９．試験当日の注意事項 

(1)   持参する物 

① 本学受験票 

② 筆記具〔黒の鉛筆(HB 又は B)、シャープペンシル(HB 又は B)、黒インクのボ

ールペン又は万年筆(青インクも可)、ラインマーカー、色ペン、色鉛筆、消

しゴム〕 

③ 時計 

(2)   試験場における注意事項 

① 試験当日は試験開始２０分前までに、自分の受験番号が貼られた席に着席し

てください。 

② 机上には受験票、筆記具、時計以外は置いてはいけません。 

③ 問題検討のためにラインマーカー、色ペン及び色鉛筆を問題用紙及び答案構

成用の下書き用紙に限り使用することを許可しますが、解答用紙には使用で

きません。 

④ 机上に置くことのできないものはカバン等に納め、監督者の指示する場所に

置いてください。なお、携帯電話等は建物に入る前に、必ず電源を切り、カ

バン等に納めてください。 

⑤ 受験票は机上の番号プレートのそばに置いてください。また、試験会場の建

物の外に出る際は必ず受験票を携帯してください。 

⑥ 受験票を紛失したり忘れたりした場合は、すみやかに入試本部もしくは試験

場入口担当者に申し出てください。試験時間内の退出はできません。なお、

気分が悪くなるなどの事態が生じた場合は、監督者に知らせ、その指示に従

ってください。 

⑦ 試験終了後は、監督者が指示するまで、各自の席で待機してください。 

⑧ 遅刻者は必ず試験場入口担当者の指示を受けてください。 

⑨ 建物内での喫煙はできません。 

 

１０．出願書類記入要領 

 (1)  志願票 

    すべての箇所につき、必要事項を記入してください。 

(2)  受験票 
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氏名、フリガナのみを記入してください。 

(3)  写真票 

  氏名、フリガナのみを記入してください。写真は縦４ｃｍ×横３ｃｍ、正面・

上半身・脱帽・無背景で顔の部分が鮮明な、出願前３ヶ月以内に撮影のものとし

ます(白黒・カラーどちらでも可)。 

なお、受験時にメガネを使用する人は、必ずメガネ使用時の写真を用いてくだ

さい。写真の裏面には氏名を必ず明記し、貼付場所に全面糊付けしてください。 

 

１１．募集要項の請求方法 

配布期間：２０１５(平成２７)年１０月１３日(火)～１月２２日(金)  

郵送の場合は、１月１８日（月）まで。 

配布場所：大学院課法科大学院事務室 

請求方法：表題を「転入学募集要項請求」とし、①氏名②郵便番号③住所④電話

番号⑤在学中の法科大学院名、これらを明記のうえ、電子メール、FAX、

又はハガキにてお申込みください。送料は不要です。 

 

１２．募集要項の請求先及び願書提出先 

 〒８１４－８５１１ 福岡市早良区西新６丁目２番９２号 

西南学院大学大学院課法科大学院事務室 

電話 ０９２－８２３－４７０２  ＦＡＸ ０９２－８２３－４７０６ 

電子メール： es-law@seinan-gu.ac.jp 

 

１３．個人情報の取り扱い 

  出願書類の記載事項等の個人情報については、「西南学院大学個人情報保護規程」

に則って、適正に利用、管理及び廃棄します。提供いただいた個人情報は、資料の送

付や連絡のため、あるいは、本学の入学者選抜方法を検討するための統計的な資料と

して用いることがあります。あらかじめご了承ください。 
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付記 

１．初年度の納入金及び入学時納入金 

転入学試験に合格した場合、２０１６(平成２８)年３月１１日（金)までに、下記

の入学時納入金を指定銀行に一括納入していただくこととなります。 

【入学時の内訳】 

 本学出身者（※1） 本学出身者以外の方 

入学申込金 --  135,000円 (初年度のみ) 

授業料（前期） 375,000円  375,000円  

施設費（前期） 65,000円  65,000 円  

保険料 7,520円 (初年度のみ) 7,520 円 (初年度のみ) 

合 計 447,520円 (※2) 582,520円 (※2) 

(※1)本学出身者とは、西南学院大学の学部卒業者、同大学院修了者、同大学院満

期退学者を指します。 

(※2)上記の納入金は前年度のものです。2016年度の納入金に関しては変更になる

場合があります。 

 

２.入学後の既修得単位の認定について 

   転入学前の法科大学院において修得した単位の認定は、本学の単位認定基準に沿っ

て審査し決定します。 

 

 

以上 


